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株主のみなさまへ

代表取締役会長兼社長

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。また本年

３月に発生した東日本大震災によって被災されたみなさまに、

心よりお見舞い申し上げますとともに、みなさまの安全と被災

地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。＿＿＿＿

第２期事業年度（2010年４月から2011年３月）におけるわが国

経済は、総じて緩やかな回復基調で推移しました。しかしなが

ら、円高が定着したことや東日本大震災が甚大な被害をもたら

したことで、景気の先行きは不透明な状況にあります。＿＿

このような経済情勢のもと、当社グループは、第５次中期経営

計画（2009年４月～2012年３月）に沿って、国内外における工

場の新設や積極的なＭ＆Ａなどによる事業拡大を進めるととも

に、営業努力及びコストダウン活動を通じた利益の創出に努め

ました。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

セグメント別の概況につきましては、貴金属事業領域において、

新規顧客の獲得に努めたことや、取り扱う金属の市場価格が

高水準で推移したことなどを背景に、すべての金属に関して回

収量および平均販売単価は前年同期実績を上回りました。＿

環境保全領域においても、汚泥・廃油・廃薬品・医療系廃棄物

などの取扱量は前年同期実績を上回りました。また、2010年８

月に子会社化したエコマックス株式会社の業績も順調に推移し

ました。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

これらの結果、当事業年度の経営成績は、連結売上高110,504

百万円、営業利益10,661百万円、経常利益10,508百万円、純

利益6,144百万円となりました。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

以上のような経営成績をふまえ、当期の期末配当金を１株あ

たり25円といたしました。これにより中間配当金と合わせた当

期の年間配当金は50円となります。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

なお、次期の事業計画は、過去最高の売上高・営業利益・経

常利益・純利益を目指すものであり、配当金につきましては、

１株当たり中間30円、期末30円、あわせて年間60円を予定し

ております。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

株主のみなさまにおかれましては、引き続き当社グループの

活動に対する一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申

し上げます。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



トピックス① 貴金属リサイクル事業の取組み

ＴＯＯＴＨ ＦＡＩＲＹ（歯の妖精）プロジェクト参画＿＿＿

日本財団と日本歯科医師会の協力により推進されている社会貢献プロジェクト「TOOTH FAIRY（歯の妖精）」で
は、全国の歯科医院における治療で役割を終えた金属をリサイクルし、国内外の子供たちへの支援を行っており

ます。当社は金属リサイクルの協力企業として同プロジェクトの運営に加わっています。＿＿＿＿＿＿＿＿

日本初の「小児ホスピス（神奈川県）」および「小児がん専門施設（兵庫県）」の開設を発表する「TOOTH FAIRY
小児がんプログラム」の記者会見（2月22日）では、当社製の金地金が紹介されました。＿＿＿＿＿＿＿＿

今後の貴金属リサイクル事業を牽引する国内・国外拠点が、それぞれ本格稼動をむかえました

NEWS

（３）ＩＳＯ２７００１認証取得

（１）韓国・チュンジュ工場 竣工式の開催

（２）尼崎新工場 見学会実施

2011年3月、パソコンなど情報機器のリサイクルを実施するリサイクルセンター（尼崎

2011年春より本稼動に入った尼崎新工場は、都市鉱山と呼ばれる使用済みパソコン・携帯電話を含
むEスクラップ専用のリサイクル工場として、今後の電子材料分野の拡大成長を牽引する重要な拠
点となります。2月18日には、約50社の大手顧客を迎えた工場見学会を開催いたしました（写真右）。
当工場では、強みである高い分析力を更に強化し、一層のご期待に応えてまいります。＿＿＿＿＿

2010年12月3日、韓国・チュンジュ市にて韓国アサヒプリテック㈱新工場の竣工式が盛大
に開催されました（写真左）。チュンジュ市市長や大手電子半導体企業など、参加者は約

100名にのぼりました。式典の様子は各局のニュース・新聞紙上で紹介され、当社のリサイ
クル技術に高い期待が寄せられています。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

当工場は、韓国におけるエレクトロニクス事業拡大とデンタル事業進出のリサイクル拠点と

して１月より本格稼動をスタートさせています。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

および埼玉）において、情報セキュリティマネジメントシステムに関する国際規格であるISO27001を取得いたしました（写真左）。＿＿
これにより、個人情報など機密情報を含む機器の取扱い業者として、より高い信頼性・安定性を証明・維持することができます。＿



トピックス② 環境保全事業の取組み

改正廃棄物処理法の施行

2011年1月5日、当グループ子会社で環境保全事業を営むジャパンウェイスト㈱は、横浜市鶴見
区に横浜事業所を開設いたしました。同事業所では、汚泥のセメント原料化や廃油の燃料化事業

を行っております。産業廃棄物の資源としての有効活用や環境負荷の低い処理を行うことで、

お客様のリサイクルニーズに応えてまいります。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

当社グループはジャパンウェイスト㈱横浜事業所

開設により、関東圏で新たに処理設備を持つことと

なりました。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ジャパンウェイスト㈱は、新たな事業拠点「横浜事業所」を開設し、新規事業を展開しております

（１）横浜事業所の開設

（２）アサヒプリテック㈱および各子会社との連携による事業拡大

NEWS

主に貴金属リサイクル事業を営むアサヒプリテック㈱横浜営業所は同一敷地内に移転しております。＿

アサヒプリテック各営業所やジャパンウェイスト各子会社との一層の連携を図り、更なるトータル環境

ソリューションを提供いたします。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

また、ジャパンウェイスト㈱は、2011年4月に子会社である㈱三商より、扇町中間処理センター・愛川事業

所及び営業機能を含めた主たる事業を譲り受け、グループ経営の効率化を進めております。

廃棄物の処理及び清掃に関する法律が改正され、2011年4月1日より施行されました。2003年以来、7年ぶりの大改正となります。＿＿
改正の概要は、「排出事業者による適正処理を確保するための対策の強化」「廃棄物処理施設の維持管理対策の強化」「廃棄物処理業の優良化

の推進」「焼却時の熱利用の促進」等になります。また、政令改正として「収集運搬業の許可の合理化」が実施されます。＿＿＿＿＿

現在アサヒホールディングスグループでは、「優良産廃処理業者認定制度」への適合等、上記法改正への対応を進めております。＿＿＿＿＿

環境問題への社会的関心の高まりから、優良事業者を選別する動きは更に進むものと思われます。 当社グループは、法令を遵守することは

当然として、その趣旨や背景を理解し積極的な対応を行うことで、より一層、お客様に信頼していただける企業グループを目指してまいります。



連結財務ハイライト
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連結財務諸表

連結貸借対照表

（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。

-
退 職 給 付 引 当 金
長 期 借 入 金建 物 及 び 構 築 物 9,349 8,751

（単位:百万円）

当期末 前期末 当期末 前期末
（2011年3月31日） （2010年3月31日） （2011年3月31日） （2010年3月31日）

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 29,332 22,354 流 動 負 債 20,475 19,825

現 金 及 び 預 金 2,321 2,263 支払手形及び買掛金

1,000 -
受取手形及び売掛金 4,754 4,037 短 期 借 入 金

3,405 2,161
9,448 12,449

2,512 2,304
商 品 及 び 製 品 5,914
仕 掛 品 12,509 8,327 未 払 法 人 税 等

4,250 一年内返済予定長期借入金

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 530 616 賞 与 引 当 金
そ の 他 3,312 2,867 修 繕 引 当 金

△8

そ の 他

741 721
100 124

災 害 損 失 引 当 金 59 -

3,208
416

貸 倒 引 当 金 △10

有 形 固 定 資 産 26,557 25,156
2,063固 定 資 産 29,811 27,784

12,440

負 債 合 計

205

固 定 負 債 4,325
2,500

237
24,801 20,241

そ の 他
土 地 12,563
そ の 他 4,644 3,964

純 資 産 の 部

179
1,620

4,480

無 形 固 定 資 産 2,556 2,139

519 567 30,061
の れ ん 2,036 1,571

34,736株 主 資 本

自 己 株 式

6,074
利 益 剰 余 金 29,976

資 本 金 4,480
そ の 他

△5,795 △5,917

6,054
投 資その他の資産 697 489

△422 △164

25,444
資 本 剰 余 金

その他有価証券評価差額金 33 14
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △374 △152
為 替 換 算 調 整 勘 定 △81 △26

新 株 予 約 権 28 -

資 産 合 計 59,143 50,139 負 債 純 資 産 合 計 59,143 50,139
純 資 産 合 計 34,341 29,897

その他の包括利益累計額

期　　別
科　　目

期　　別
科　　目

期　　別
科　　目



連結財務諸表

連結損益計算書 連結キャッシュフロー計算書

（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。 （注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。

当 期 純 利 益 6,144 4,377

2,250 1,711期 末 残 高少 数 株 主 損 益 調 整 前
当 期 純 利 益

6,144 -

法 人 税 等 調 整 額 1,315 805 現金及び現金同等物の

1,711 1,824

法人税、住民税及び事業税 3,080 2,319
期 首 残 高

税金等調整前当期純利益 10,539 7,503 現金及び現金同等物の

539 △113

特 別 損 失 122 427
増 減 額

特 別 利 益 154 8 現金及び現金同等物の

△46 25

経 常 利 益 10,508 7,922
換 算 差 額

営 業 外 費 用 216 126 現金及び現金同等物に係る

△1,129 △2,478

営 業 外 収 益 63 160
キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー

営 業 利 益 10,661 7,888 財 務 活 動 に よ る

△3,743 △3,880

販 売費及び一般管理費 4,763 4,289
キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー

売 上 総 利 益 15,425 12,177 投 資 活 動 に よ る

5,457 6,219

売 上 原 価 95,079 70,426
キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー

売 上 高 110,504 82,603 営 業 活 動 に よ る

2010年4月1日から 2009年4月1日から
2011年3月31日まで 2010年3月31日まで 2011年3月31日まで 2010年3月31日まで

（単位:百万円） （単位:百万円）

当期 前期 当期 前期
2010年4月1日から 2009年4月1日から

期　　別
科　　目

期　　別
科　　目



株式の状況・会社概要

■ 発行可能株式総数 １２９，０００，０００株

■ 発行済株式の総数 ３６，２５４，３４４株

■ 単元株式数 １００株

■ 株主数 １０，５６３名

■ 大株主

1.65600株式会社MSプランニング

株主名
持株数

（千株）

出資比率

（％）

寺山 満春 1,452 4.01

寺山 正道 1,402 3.87

株式会社テラエンタープライズ 1,350 3.72

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口) 1,121 3.09

ステート ストリート バンク アンド トラスト

カンパニー ５０５１０３
1,089 3.00

株式会社K&M 900 2.48

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
799 2.20

花井 幸子 645 1.78

満園 順一 638 1.76

株式会社テラ・コーポレーション 600 1.65

２０１１年３月３１日現在

■ 会社概要

商 号 アサヒホールディングス株式会社

創 業 １９５２年７月（現：アサヒプリテック株式会社）

資 本 金 ４４億８千万円

従 業 員 数 １，２０６名（連結）

事 業 内 容 貴金属・希少金属資源のリサイクル
環境保全（産業廃棄物の無害化処理）

子 会 社 アサヒプリテック株式会社
ジャパンウェイスト株式会社
株式会社三商
日本ケミテック株式会社
株式会社塩入建材
株式会社太陽化学
株式会社イヨテック
富士炉材株式会社
ＪＷガラスリサイクル株式会社
エコマックス株式会社

■ 取締役および監査役

代表取締役社長

取締役

取締役

取締役

取締役

取締役※

監査役（常勤）※

監査役※

監査役※

寺 山 満 春

武 内 義 勝

東 浦 知 哉

櫻 井 勉

田 辺 幸 夫

森 井 章 二

有 海 澈 明

小 林 貞 五

徳 嶺 和 彦

※会社法第２条に定める社外役員

設 立 ２００９年４月

海外子会社 ASAHI G&S SDN.BHD. （マレーシア）
上海朝日浦力環境科技有限公司（中国）
韓国アサヒプリテック株式会社（韓国）

※当社は自己株式を3,517千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。



● 事業年度

● 株主総会の基準日

● 期末配当金受領株主確定日

● 中間配当金受領株主確定日

● 株主名簿管理人

● 特別口座の口座管理機関

● 同連絡先

● 公告方法

４月１日～３月３１日

３月３１日

３月３１日

９月３０日

三菱UFJ信託銀行株式会社

大阪市中央区伏見町三丁目６番３号（〒５４１－８５０２）

三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部

TEL （０１２０）０９４－７７７
電子公告により行います。 http://www.asahiholdings.com/

■ 本社事務所 神戸本社 神戸市中央区加納町四丁目４番１７号 ニッセイ三宮ビル（〒６５０－０００１）
TEL （０７８）３３３－５６３３ FAX （０７８）３３３－５６８１

■ 研 究 所 テクノセンター

■ 埼玉、尼崎、神戸、愛媛、北九州、北九州ひびき、
福岡 （以上７ヶ所）

工 場

東京本社 東京都千代田区丸の内一丁目７番１２号 サピアタワー（〒１００－０００５）
TEL （０３）６２７０－１８３３ FAX （０３）６２７０－１８５９

■ リサイクル
セ ン タ ー

埼玉、千葉、尼崎 （以上３ヶ所）

■ 営 業 所 札幌、青森、仙台、新潟、北関東、関東、横浜、甲府、
静岡、名古屋、北陸、神戸、岡山、広島、四国、
北九州、福岡、鹿児島、沖縄 （以上１９ヶ所）

■ 神戸本社、テクノセンター、仙台、北関東、
名古屋、阪神、神戸、四国、北九州、福岡

■
テクノセンター、埼玉、愛媛、福岡

■ 収集運搬業
許 可

４７都道府県・６２政令市

■ 処分業許可 １５都道府県・１０政令市
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三菱UFJ信託銀行株式会社

事業所

株主メモ

■ 阪神事業所 尼崎リサイクルセンター、
埼玉リサイクルセンター

ISO
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